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2004/06/10 19:30～21:14 第 3 回まちづくり委員会 第 3 小委員会 会議録 

 

出 席 委 員 10 名 

座 長 遠崎 泰睦 

出 席 職 員 西伯町･会見町合併協議会事務局 米原 稔晃 

同       前田 智恵子 

 
 
既存のウォークラリーについて 

・ 西伯町のさくらウォーキングは、歩こう会主催で、さくら祭りに合わせて 3、4 年前から行っています。米子市

など町外からも参加があり、今年は景品がなかったが、毎年参加者に景品を配っている。歩き終わった後に

は、食生活改善から豚汁などをふるまっています。ウォーキング大会は呼称を変えてさまざまに行なわれて

います。 

・ 参加者はどの程度か 

・ 毎年豚汁を300食程度用意しているので、その程度だと思います。今年は他のイベントが重なっていたため、

豚汁は作っていません。 

・ 今までは歩こう会独自でやっていたが、西伯病院が改装ということで、しろみて健康まつりの開催される 6 月

に会場が確保できないため、さくら祭りと同時開催でしろみて健康まつりを行ったため、ウォーキングへの参

加者が少なかった。また、実施日に桜の時期が終わってしまっていたため。 

・ 10km など大変そうですが、参加者は多いのですか。 

・ 歩こう会の方が多いです。やはり慣れた方が多い。 

・ 他市町村からのウォーキング愛好者などが参加されます。 

・ 後援に他市町村のウォーキング関係の団体が参加されていますが、こういった方達が参加されます。 

・ 10km というのは本当に歩けるのでしょうか。 

・ 話をしながら歩いていると大丈夫です。最初は3km程度から参加して、徐々に距離を伸ばしていくのが良い

と思います。 

・ 私は 6km に参加しましたが、楽でした。この 10km コースは坂があるので大変かもしれません。 

・ 休憩所､トイレを確保しないといけませんね。 

・ 会見町ではトイレの確保が困難。 

 

イベントについて 

・ 誰でも気軽に参加できるのはウォーキングと思っていますが、西伯の方は会見町を知らず、会見の方は西

伯町を知らない。公民館単位程度で持ち回りで会場を移動していくのはどうでしょうか。谷筋のことも知って

ほしいと思います。 

・ それは単発のイベントではなく、毎年開催するということですか。 

・ 1 回の開催で全部を回るのは不可能です。 

・ 西伯町は 6つの地区公民館があり、これを回るだけでも 6 年かかることになります。 

・ 初めて参加しましたが、合併時のイベントはウォークラリーで決定していると思いましたが。 

・ この委員会が決定しても、実際にできるかどうかは分かりません。 



第 3回会議 -2- 

・ 提案の場ということですね。ウォークラリーも良いですが、両町とも歴史的にいろいろなところがあります。史

跡などを結んで、スタンプラリー的なものをしてはどうでしょうか。私はウォークラリーの 10km に毎年参加しま

すが、話しながら歩くと楽しい。両町の歴史に詳しい方は多くいると思うので、その方に話を聞きながら歩い

たり、各所をチェックポイント的に結びつけてはどうかと思います。 

・ 会見にはふるさとガイトという方達がおられるので、そういった方をコース内に配置してはと思います。 

・ 10km を歩くのは大変ではと思うので、循環バスもありますし、リタイアされたら、バスで回収するなどできるの

では 

・ ウォークラリー以外の提案もあるかもしれませんが、前回までの会議でウォークラリーという方針になっていま

すので、これを進めたいと思います。コース、設備環境、交通安全などの問題もありますので、簡単に決めら

れないと思いますが、完璧な案をつくったとしても実施は確実ではないので、それを踏まえて話をしていきた

いと思います。 

 

開催の時期について 

・ 10 月が良い。11 月に入ると会見町でイベントが行われるようになるので。 

・ 合併直後は無理だと思うので、中旬か終盤になるのでは。 

・ 選挙後ではないといけないのでは、時期的に 10 月末を予定しては。 

・ 決定という訳にはならないが、10 月 31 日（日）で進めたい。 

 

コースについて 

・ 会見の方は西伯、西伯の方は会見からスタートして、中間地点で合流できればと思いますが、どうでしょう

か。 

・ トイレ等は公共施設があるので、そう心配はないと思います。なにを目的に歩くのかが重要です。交通につ

いては警察に届出を行えば大丈夫です。循環バスのコースなど良い案だと思います。いろいろな年齢層の

方に参加していただきたいので、年齢別にスタート、コースを分けるなどの必要もでてくると思います。会見

町のことはあまりわかりませんが、柿畑を見ながら歩くのも良いと思います。地図を見ながら検討しては。 

・ バスを借りて下見などしてはどうでしょうか。この場で池野だ、鶴田だのいっても分からない方が多い。 

・ 下見の前にある程度距離の知識を。漠然としてはいは良くない。 

・ ポイント自体が 3km 離れていれば、それだけでコースになってしまう。 

・ 会見町には歩けるような名所がありますか。 

・ ゴルフ場周辺を回っていけばいろいろありますよ。 

・ 天萬にも神社や三崎の山などいくらでもありますが。 

・ 会見の方が西伯を回るのも、西伯の方が会見を回るのも簡単ですが、交流を深めるというのに欠けます。そ

こを考えるとコースの選定が難しくなります。ここ（会見町総合福祉センター）から西伯の総合福祉センター

に行くだけで終わってしまいます。 

・ 何年か前に会見公民館から西伯の中央公民館まで、高姫のトンネルを越えてまわったことがあります。枝道

に入っていけばいろいろ回れます。少し厳しいコースですが。それぞれの町の中に入ってみたいと思います

が、距離が長くなってしまう。 

・ 当座は合併の記念イベントとして考えては、いろいろ取り入れていては大変になってしまう。国道では団体

行動が難しいので、農道を活用できれば。 
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・ 周辺になにもありません。 

・ 新宮谷公園とクリーンセンター程度 

・ 後は経久寺 

・ 両町の方が一緒に歩くのなら、途中でクイズなどを行っては。両町に関する問題など。 

・ 2 箇所からスタートすると、町長がどちらで挨拶をするのかという問題も出てきます。 

・ スタートとゴールは一緒な場所の方が良い。 

・ それぞれ両町が変わりばんこに会場を持っても良いのでは。 

・ その方式だと、両町を実際に見ていくことはできません。 

・ 来年から公民館単位などで開催しては。 

・ 手間を経由したコースは約何 km ですか。 

・ 7km 程度です。 

・ 会見町からスタートして、西伯町でゴールとしては。 

・ 枝道に入るとなると、10km 程度になってしまいます。 

・ 両町の役場から役場まで歩いてはどうでしょう。 

・ そのコースにも色々な施設もあると思います。 

・ 谷筋を回るのは後々のこととして、第１弾としては役場から役場までをコースとしたいと思います。 

・ 10km 程度を歩くのにはどの程度の時間が必要ですか。 

・ 歩くの自体にはそんなに時間はかかりませんが、休憩時間が長い。 

・ １時間程度で充分なのでは。 

・ 少し無理があると思います。 

・ 朝出発して昼に終わります。 

・ 3km でさっさ歩いても 40 分、ダラダラ歩くと 2 時間程度かかります。 

・ どこかに休憩所は必要です。 

・ トイレなどは 

・ 各公民館や丸合などにお願いしては 

・ 清水川に公民館はありませんか 

・ 少し奥に入らないといけません 

・ 商工会等にお願いして、商店などで借りてはどうでしょうか 

・ いざとなれば簡易トイレを設置することもできます 

・ 様々な案が出ましたが、全員でスタートして、全員でゴールする。コースについては今後検討するとして、こ

の形で一度提案してみましょう。下見をして、史跡、トイレなどを確認してみては。 

・ 良いと思います。周辺地図なども準備しては。 

・ みなさんで、こういったところがあるというのを研究しておいてください。 

・ 様々な年代の参加を考えるならば、何人かのグループごとに出発するようにしては。枝葉を考えていけば、

いろいろあります。ただ真っ直ぐ歩くだけなら、名所案内などを地図につけるなどしてはどうでしょうか。 

・ 東西町経由のほうが史跡等が多いなら、そちらを回ることもできるのでは。 

・ 距離が大きくなってしまいます。 

・ 東西町経由は距離が離れるので、清水川経由で枝葉を拾っていってはどうかと思います。距離的なことは

あまり分かりませんが。 
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・ 地域的に史跡の多いところの方がよいのではということです。距離的には分かりませんが。 

・ 10km というのは、子ども、高齢者には難しいので、途中まで車で移動するなどの手段をとっては。 

・ 循環バスが使えるならば、途中リタイアもできるのでは。 

・ ルートを決めてしまうのではなく、マップにして自分の行きたいところにいくような形にしては。疲れたらバスを

利用するなどして。 

・ ウォークラリーに参加していく人がどこを歩いたか把握していないといけません。なにかあった時に大変です。

距離を短くするならば丸合の敷地を借りるなどして、そこからスタートするなどしては。 

・ 歩きなれている人などは良いが、参加者が通過したかしていないかを 2 箇所程度でチェックしていないと、

川に転落しているかもしれません。 

・ 順路はきちんと設定していないといけません。コース外の名所はマップで紹介しておいて、機会があればま

た来てくださいという風にしては。 

・ 名所で止まって説明を聞くなどしていれば、また時間がとられるのでは。 

・ 歩いている方は車などを気にしません。人を集める場合は安全確保が大変です。 

・ 様々な団体に声をかけないと、歩く方だけでなく、ボランティアの方へのお願いも必要です。 

・ コースが決まったら、地区の方にもお願いしないといけませんね。 

・ 合併の記念イベントですので、地区の方にボランティアをお願いできませんか。 

・ 歩くのに自信のない方は、ボランティアとして参加するなど。 

・ 道路状況の把握も大変です。時間差でのスタートなど必要となってきます。両町に様々な団体があるので、

声をかければ集まると思います。歩きながらなど人数確認もできると思います。 

・ 下見の時に交通安全の確認もするのでしょう。距離、安全、史跡、トイレ、休憩所などチェックしては。 

・ 1 回下見をすれば、いろいろな問題も出てくると思うので、その時に決めましょう。 

・ 高姫を通るコースが安全では 

・ なにもありませんが 

・ 警察に問い合わせなどをしてみれば良いと思います。 

・ 片道を歩いて、片道をバスというのは良いと思いますが、ルートをある程度決めないと下見にならないので

は。 

・ 両方のコースを通ってみれば良いです。 

・ いろいろなコースを辿ってみましょう。 

 

組織について 

・ 新町ではコミュニティバスと CATV が目玉ですが、これをより推進できる体制を作りたいと思います。今まで

にない事業なので、既存の組織統合などにまちづくり委員会が提言を行うには無理がありますが、新規の組

織の提案ならばできるのでは。バス路線などについては、地域ごとに様々な意見も出てくると思います。 

・ 現在のものがずっと続くわけではないので、検討課題は出てきます。そのための組織があっても良いと思い

ます。 

 

 

次回はウォークラリーの下見を 6 月 24 日（木）13:30～ 会見町総合福祉センターいこい荘 出発で行います。 

 


